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はじめに
　創造社初期からのメンバーであった陶晶孫 （1897-1952） の最初の創作集 『音
楽会小曲』 は、東京で脱稿され、創造社叢書として 1927年 10月に上海で出
版された。当時陶は東北帝大理学部での研究生活に終止符を打ち、郭沫若義妹
であった妻佐藤みさをと共に 1926年から東京に移り、医師として勤務してい
た。『音楽会小曲』 に収められた、表題作も含めた 1925年以降の作品では、主
に銀座や湘南などを舞台とした男女のロマンスが描かれている。これらの作品
の文体の一部は、日本モダニズム、特に新感覚派の文芸誌 『文芸時代』 に作品
を発表した鈴木彦次郎の影響を受けていたことが指摘されている1）。
　さらに東京時代の陶は、日本のプロレタリア文学や演劇にも興味を持ち始め
ていた。『音楽会小曲』 脱稿後、陶が手がけたのは左翼演劇家村山知義
（1900-1982） の反戦人形劇 「やっぱり奴隷だ」 の翻訳 （『文芸戦線』 1927年 7月
号） であり、同翻訳 「畢竟是奴隷罷了」 は 1927年 9、11月に創造社機関誌
『洪水』 （第 3巻第 34期、第 35期） に発表された。その翌年に陶は自ら反戦人形
劇 「勘太和熊治」 を創作し、創造社機関誌 『創造月刊』 第 2巻第 1期 （1928年
8月） に発表している。小谷一郎氏の指摘によれば、上記のように陶が人形劇
の翻訳と創作に取り組み、また帰国後人形劇の劇団を組織したのは、日本のプ
ロレタリア演劇の中で上演されていた人形劇に注目したためであった2）。1929
年初めに上海の東南医学院の招聘を受けて一家で帰国した後、陶は創造社メン
バーを中心とする左翼演劇運動に関与することになるが、これは東京時代の文
芸活動が基盤となっていると思われる。
　第一次大戦と第二次大戦に挟まれた 20年間は、日本ではモダニズム文学と
共にプロレタリア文学が新しい時代の文芸として勃興した時期であった。この
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日本での状況は東京での陶の文芸活動にも影響を与えている。しかしながら、
当時の陶の文芸活動についてはまだ不明な点が多い。このため本論では、従来
言及されることの少なかった上海の文芸誌 『楽群』 に掲載された陶の翻訳作品
を取り上げ、東京時代の陶の文芸活動の一端を紹介したい。
Ⅰ.  芸術劇社と陶晶孫
　東京時代の陶晶孫について触れる前に、本章では主に先行研究によりながら 3）、
1929年 11月に上海で組織された芸術劇社と創造社との関係、そして帰国後芸
術劇社に参加した陶晶孫の活動について確認してみたい。
　創造社は 20年代後半から徐々に左傾化していくが、プロレタリア戯曲の創
作、演劇活動の必要性を説いた成仿吾の論文 「従文学革命到革命文学」 （「文学
革命から革命文学へ」 『創造月刊』 第 1巻第 9期、1928年 2月） を受け、創造社劇社
とその東京分社が創設されたとされる。日本では 1926年共同印刷労働争議の
応援にトランク劇場が参加して以来、プロレタリア演劇が盛んになり、プロレ
タリア文芸運動の各グループは劇団を所有するようになっていた。創造社劇社
東京分社には、1928年 3月に中国人留学生によって結成された青年芸術家連
盟から許幸之や沈西芩等が参加し、彼らは 1928年春から 1929年初秋までの
間に築地小劇場に通ってプロレタリア演劇を学ぶことになる。
　留学生たちは、中国を舞台とした左翼劇場の村山知義作 「暴力団記」 の公演
（1929年 6-7月、上演時に 「全線」 と改題） や劇団築地小劇場のソビエトのトレ
チャコフ作 「Рыуи Китай」 の公演 （同年 8-9月、邦題 「吼えろ支那」） では考証
係等も務めている。なお、築地小劇場は日本初の新劇の劇団であり、また同劇
団が所有する劇場の名前でもあったが、劇団は左傾化をめぐって 1929年 4月
に劇団築地小劇場と新築地劇団に分裂する。時期的にみて、創造社劇社東京分
社のメンバーが通ったのは、左翼劇場等各劇団の稽古や公演にも使用されてい
た劇場としての築地小劇場と劇団としての同劇場の双方であったと考えられ
る。
　1929年初秋までに帰国した許幸之や沈西芩等は、創造社メンバーや上海芸
術大学の学生等が集まった上海の左翼演劇活動に加わり、その流れを受けて芸
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術劇社が結成された。芸術劇社は 1930年 4月に国民党政府の圧力により封鎖
されるまで、第一回公演 （1930年 1月） でロマン・ロラン作 「愛與死的角逐」
（邦題 「愛と死との戯れ」）、シンクレア作 「梁上君子」 （邦題 「二階の男」）、ミルト
ン作 「炭鉱夫」 （邦題同様） を上演し、また第二回公演 （同年 3月） でレマルク
作・村山知義脚色 「西線無戦事」 （邦題 「西部戦線異状なし」）、馮乃超・龔冰廬
作 「阿珍」 4） を上演した。これらの演目は全てそれ以前に日本の劇団で上演さ
れたものであった5）。
　日本では 「西部戦線異状なし」 の初演は、1929年 11月から 12月にかけて
劇団築地小劇場によって上演された。演出・脚本を手掛けた村山知義の自伝に
よれば、村山は芸術劇社公演に際して演出担当であった沈西芩と何度も手紙で
打ち合わせを行い、日本の公演で使用した演出台本や舞台装置等を上海まで
送ったという6）。芸術劇社の公演は、ソビエトのメイエルホリド劇場の演出を
取り入れた斬新な舞台として宣伝されたが 7）、日本の左翼演劇家の協力を得た
ものであったことが窺える。このような村山の芸術劇社に対する支援は、沈西
芩等との日本での交流に基づくものと考えられる。
　さて、日本の大学オーケストラで指揮をし、またピアノとチェロの名手でも
あった陶はその経験を生かし、芸術劇社では音響効果を担当した。おそらくこ
の関係から、創造社メンバーが講師を担当した上海芸術大学で陶は音楽科の講
師も務めていた8）。また、前述の村山が芸術劇社に送った 「西部戦線異状なし」
の演出台本の翻訳は、陶が手がけたものであった。陶が記した公演の紹介文
「劇本“西線無戦事”」 （『大衆文芸』 第 2巻第 3期、1930年 3月） によれば、台本
は江南書店から出版される予定であったが9）、芸術劇社が封鎖されたためであ
ろうか、出版中止となったようである。当時陶は 『大衆文芸』 の編集者とし
て、村山をはじめとする各国の左翼作家の戯曲を精力的に紹介していたが、こ
のことについては他稿に譲ることとする。また陶は、創造社に出入りし、芸術
劇社の公演を支援した上海駐在の朝日新聞社記者尾崎秀実等とも交流があり、
後日二人は共同編集で中国のプロレタリア戯曲集を日本で出版することにな
る10）。このように帰国後の陶の姿は、創造社メンバーを中心とする左翼演劇運
動の中で断片的に捉えることが出来る。
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Ⅱ.  村山知義との交流
　作者村山知義によれば、人形劇 「やっぱり奴隷だ」 は日本初の反戦劇であ
り、陶の同作品の翻訳は中国への最初の村山作品の紹介であると指摘されてい
る11）。同翻訳はまた陶が初めて手掛けたプロレタリア文芸色の濃い作品でもあ
り、以下、その翻訳の背景を考察してみたい。
　小谷一郎氏によれば、当時日本のプロレタリア演劇では人形劇の風刺性、経
済性、速戦力が重視されており、伊藤憙朔等が結成した人形座の影響を受け
て、陶は帰国後木人劇社を組織した12）。「やっぱり奴隷だ」 の冒頭には人形劇
上演の意義が作者により記され、また木人劇社第一回公演で同人形劇の上演が
予定されていたことを踏まえ、陶の人形劇への興味は 「やっぱり奴隷だ」 等に
触発されたものだと、小谷氏は考察している。
　村山の最初の戯曲集 『最初のヨーロッパの旗』 は 1930年に出版されたが、
その序 （1929年 12月 13日付） の中で、「中国の同志陶晶孫君の手に依って、『や
つぱり奴隷だ』 と 『最初のヨーロッパの旗』 は支那語に訳された。（中略） 前
者は木人劇社で最近上演される筈である」 13）、と村山は記している。また村山
の自伝によれば、当時彼の手元には木人劇社第一回公演予告のプログラムが届
いていた14）。このように陶と村山は芸術劇社を挟んで交流があったものと思わ
れる。
　東京時代に陶が村山と接触していた可能性もある。第一章で触れた通り、後
に芸術劇社に参加する許幸之や沈西芩等は築地小劇場に通い、村山の戯曲の考
証係も務めていた。陶の中篇小説 「畢竟是 Petit Bourgeois 罷了 !」 （『楽群』 第 1
巻第 7期、第 8期、第 2巻第 9期、1929年 7-9月） では、日本留学帰りの主人公
「晶孫」 は、東京で 「帰国後同志の演劇活動を手伝うため、○○小劇場で演劇
を学んだ」 ことを語っている15）。また、主人公との会話の中で同劇場のダン
サーは、イデオロギーのため劇場が分裂しそうなことについて触れている16）。
前述の通り、築地小劇場は劇団の左傾化をめぐり 1929年 4月に分裂し、当時
文芸界を揺るがす大ニュースとなった。創造社劇社東京分社のメンバーが築地
小劇場に通っていたことを踏まえれば、作中の○○小劇場とは、築地小劇場を
指すに違いない。小説はフィクションではあるが、陶は自身の経歴を反映させ
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た主人公を好んで描く傾向があり、東京で陶が築地小劇場に通いプロレタリア
演劇を学んでいた、或いは創造社劇社東京分社の活動に参加していた傍証の一
つとなる。
　もっとも、陶は村山が前衛芸術家として活躍していた 20年代半ばから、す
でにその存在に注目していた。陶が記した村山の紹介文 （『大衆文芸』 第 2巻第
4期、1930年 5月） によれば、陶が訳したという村山の五篇の作品の中には、
村山の文壇デビュー作であるモダニズムの文体の小説 「兵士について――一
名、如何にしてキエフの女学生は処女にして金をもうけるか？――」 （『文芸時
代』 1925年 6月号） も含まれていた17）。また同文の中で文章が難解な村山の前
期の作品を愛読したことを陶は語っている。
　以上のことから、陶は以前から村山の作品を愛読しており、プロレタリア文
学及び演劇への興味が加わり、「やっぱり奴隷だ」 を翻訳したと考えられる。
Ⅲ.  『楽群』に掲載された翻訳作品
　本章では、上海の文芸誌 『楽群』 を取り上げ、陶が東京時代に 「やっぱり奴
隷だ」 と前後して翻訳し、帰国後同誌に発表した翻訳作品の一部について紹介
したい。
　印税問題で創造社を脱退した張資平は 1928年に上海で楽群書店を開き、同
年 10月に半月刊文芸誌 『楽群』 を刊行した。同誌は四期刊行した後 1929年 1
月から月刊にかわり、第 3巻第 13期 （1930年 3月） まで十三期刊行された。
当初は張の単独編集であったが、月刊第 1巻第 4期から張資平、陳勺水、周
毓英、洪疇、悲襌の五名からなる編集委員会が結成された。月刊の主な寄稿者
として編集委員会メンバーの他に馬寧、そして陶晶孫の名が見られる。
　陳勺水は当時日本にいた元共産党員で元武漢 『中央日報』 の主編、陳啓修で
あることが明らかにされている18）。周毓英は中期創造社の出版部員であり、創
造社機関誌であった半月刊 『洪水』 に作品を発表し、後日左連に参加してい
る。馬寧は左連に参加し、共産党に入党した黄振村の筆名である19）。洪疇は馬
日事変で国民党に監禁された元共産党員賀民範の字の可能性がある20）。現時点
では悲襌については明らかではない。編集委員会メンバーや寄稿者の関係につ
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いては更なる調査を必要とするが、意外にも共産党或いは左翼文芸の周辺にい
た人物が多かったことがわかる。
　同誌には張の恋愛小説も含め、様々なジャンルの作品が掲載されたが、張は
編集後記 （第 1巻第 2期） の中で、従来の通俗的な小説の執筆を止め、以後革命
理論とプロレタリア文芸理論を勉強するという決意を記している21）。また、別
の編集後記 （第 1巻第 6期） では、張資平と陶晶孫が演劇活動を計画中であり、
以後戯曲の翻訳に精力的に取り組む旨が記されていた22）。張が 20年代後半か
ら 30年初めにかけて日本のプロレタリア文学作品を盛んに翻訳したことはす
でに指摘されているが23）、その傾向が 『楽群』 の誌面や編集委員会メンバー、
投稿者の顔ぶれに反映されている。このような背景があり、陶は同誌に寄稿し
たのだと思われる。
　同誌を拠りどころとした演劇活動がどの程度の拡がりを見せたかは定かで
はない。だが、後述するように、同誌には陶による中国で最初のトレチャコフ
の戯曲 「Рыуи Китай」 （邦題 「吼えろ支那」） の概要紹介、別の訳者による中国
で最初の同戯曲の全訳が掲載された24）。また同誌に掲載された楽群書店の広告
には、芸術劇社のメンバー許幸之の日本留学記 『海涯』 や陶のシンクレアの翻
訳書 『密探』 等も確認できる25）。編集後記 （第 1巻第 2期） に張が太陽社メン
バー蒋光慈に対する反論を記す等26）、『楽群』 は当時革命文学を掲げた太陽社
や後期創造社の若手メンバーを中心とする左翼文芸の陣営とは反目していた
ようである。そのような中、一部の左派の作家が同誌に投稿していたという事
実は、当時の上海における不統一な左翼文芸運動の様相を示しており、興味深
い。　
　さて、同誌に掲載された陶の作品は翻訳八篇、創作三篇である。本論では翻
訳作品のみを取り上げるが、鈴木彦次郎の都会的なロマンスを描いた戯曲一篇
を除き、残りの翻訳作品七篇は、当時の日本のプロレタリア文学作品或いはそ
の影響を受けた作品として読むことができる。陶が 『楽群』 に掲載した翻訳作
品は次の通りとなる。
 ①第 1巻第 2期 （1929年 2月） 「林中獅子的故事」 （童話）
 ②第 1巻第 3期 （1929年 3月） 藤枝丈夫 「黄塵」 （小説）
 ③第 1巻第 4期 （1929年 4月） Tretshakof 「Roar Chinese」 （戯曲梗概）
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 ④ 同　上 松本淳三 「慈善」 （戯曲）
 ⑤第 1巻第 5期 （1929年 5月） 鈴木彦次郎 「狗狐之争」 （戯曲）
 ⑥ 同　上 「演劇雑記」 （紹介文） 27）
 ⑦第 1巻第 6期 （1929年 6月） 易王哥爾 「動物革命」 （戯曲）
 ⑧第 1巻第 7期 （1929年 7月） 江馬修 「黒人的兄弟」 （小説）
　なお、本論では訳者の付記等から、陶が東京時代に翻訳したことが確認でき
る①、②、③のみを取り上げることとする。他の翻訳作品の詳細については今
後の課題としたい。
1.  「林中獅子的故事」
　作品の末尾にある訳者の付記には、「これは旧い翻訳原稿で、今は原作者が
誰だったか思い出せない。調べた後に発表することをお許し願いたい」 （引用
者訳） と記されている。なお、その後も陶は原作者については言及していない。
原作は、『前衛』 第 1年第 2冊 （1928年 2月） の 「コドモノペーヂ」 に掲載さ
れたプロレタリア童話、金葉津子 「ライオンの王様」 である。1929年 2月掲
載の時点で 「旧い翻訳原稿」 と記していることから、訳者は発売後間もない
『前衛』 を手にして翻訳したことが予想される。プロレタリア児童文学運動の
指導者であり、『前衛』 にも童話を書いている槇本楠郎によれば、原作者は
「自ら幼稚園を経営して直接児童の指導の任にある人」 であり28）、『前衛』 には
この一篇のみが発表されている。
　日本プロレタリア芸術連盟は福本イズムをめぐって分裂し、離脱した反福本
イズム派は 1927年 6月に労農芸術家同盟 （労藝） を結成する。村山知義は同
同盟のメンバーであり、陶が訳した彼の反戦劇 「やっぱり奴隷だ」 は、労芸の
機関誌であることを宣言した 『文芸戦線』 第 4巻第 7期 （1927年 7月） に掲載
された。さらに労芸も分裂し、脱退した多数派が 1927年 11月に前衛芸術家
連盟 （前藝） を結成、主なメンバーには藤森成吉、蔵原惟人、佐々木孝丸、村
山知義等がいた。この前芸の機関誌として翌年 1月に創刊されたのが 『前衛』
であった。同誌の 「コドモノペーヂ」 は、子供向けのプロレタリア童話の掲載
を目的として設置された欄であり、『戦旗』 に合流するため最終号となった第
1年第 4号 （1928年 4月） までに全十一篇の作品が掲載された29）。
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　さて、「ライオンの王様」 は極めて短く、梗概は次の通りである。林の動物
たちは強者ライオンに餌を捧げ、時には自らがライオンの餌とならざるをえな
い。ある日知恵者の狐が動物たちを集め、働かないライオンの打倒を呼びかけ
る。危機一髪のところで団結した動物たちはライオンを打ち殺し、万歳三唱を
唱える。労働者である動物たちの団結による支配者ライオンの打倒を明快に描
いた物語であり、陶の訳文を原作と読み合わせてみると、ほぼ忠実な訳になっ
ていることがわかる。
　槇本楠郎は、「ライオンの王様」 を 「可もなく不可もない平凡な作品」、「読ま
す童話としても、話す童話としても欠陥の多いもの」 と低く評価している30）。
だが、当時プロレタリア童話には、絵を用いて語り聞かせる 「実演童話」 もあ
り31）、短く平易な同作品は子供向けや労働者向けの 「実演童話」、或いは人形
劇として上演するのに適している。帰国後木人劇社を組織する陶もそのような
考えから同作品を翻訳したと思われる。
2.  「黄塵」
　「黄塵」 の訳文の最後には、「3/ III 1927年の旧訳」 と付記が付され、1927年
に翻訳されたことが確認できる。「3/ III」 は同年 3月 3日と読み取ることも可
能である。管見の限り、原作の初出誌は不明である。原作者藤枝丈夫はプロレ
タリア文芸運動に参加した在野の中国研究者であり、以下、彼の当時の略歴を
辿ってみたい32）。
　藤枝丈夫は青年期に中国東北地方の関東軍の工作に関与した経験を有し、
1925年帰国後、コミンテルンの中国語議定書を翻訳したのをきっかけに左傾
化する。労芸から前芸に参加、1928年 5月に創刊した 『戦旗』 の編集部に所
属し、同年 10月に秋田雨雀を所長として国際文化研究所が設立されると、研
究員として支那問題研究会を結成する。なお、同研究所研究員には蔵原惟人、
佐々木孝丸、村山知義等がおり、プロレタリア文芸運動において藤枝は常に村
山と同じグループに属していた。
　研究所の機関誌 『国際文化』 や 『戦旗』 に掲載された藤枝の中国関連の文章
は、中国の左派知識人に読まれ、藤枝は当時日本に滞在中の郭沫若や太陽社の
蒋光慈等とも交流があった。なお、前述の東京で中国人留学生により結成され
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た青年芸術家連盟のメンバーは、藤枝を通して秋田雨雀、藤森成吉、村山知義
と知り合い、彼らに講演を依頼する等して交流を深めていたという33）。また、
そのメンバーであり、かつ創造社劇社東京分社に参加した許幸之や沈西芩等
が、左翼劇場の公演 「暴力団記」 や劇団築地小劇場の公演 「吼えろ支那」 の考
証係を務めていたことにはすでに触れた。村山が 「暴力団記」 を執筆する際、
中国語の資料を翻訳して提供したのは藤枝であり、彼も新築地劇団の公演 「吼
えろ支那」 （1930年 6月） では考証係を務めていた。藤枝はまた、1927年 11月
に結成された前芸所属の前衛劇場の俳優として築地小劇場の舞台に立ったこ
ともあり34）、プロレタリア演劇を通しても中国人留学生たちと近い距離にいた
ことになる。
　さて、「黄塵」 は、日本の植民地支配下の中国東北地方を舞台に抑圧される
中国人青年の姿を描いた、プロレタリア文芸色の強い作品である。かつて農村
から町に出稼ぎに出た青年は日本人の日雇い人夫監督の屋敷で働くが、盗みの
容疑をかけられ獄中で拷問を受ける。出獄後、黄塵混じりの北風に身を晒しな
がら歩く青年は日本人の現金輸送人を襲うが、手違いで殺してしまう。鉄道保
護隊に包囲された青年は、列車に切断された、彼を嘲笑するかのような輸送人
の遺体を目にする。
　訳文を読む限り、「黄塵」 の描写は淡々とした写実的なものであり、また東
北地方の荒野の寂寞とした情景描写には臨場感が溢れる。非情な場面は、中国
大陸で修羅場を潜り抜けた藤枝ならではの描写であろうか。1927年の時点で
翻訳された藤枝の作品は、村山の作品と同様に、陶が青年芸術家連盟の中国人
留学生や他の中国知識人たちよりも早い時期から藤枝の存在を認識していた
ことを示している。
3.  「Roar Chinese」
　同作品の最後にも訳者の付記があり、「私がこの戯曲を最初に聞いたのは
1927年頃のことである。初めて聞いた時はここに記した梗概しか知らなかっ
た。後にこれが Tretshakof の作品ということも全てわかった。今備忘録を持
ち出して書き写してみるが、読者はきっと興味を持つだろう」 （引用者訳） と
記されている。
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　原作は、ソビエトの詩人・作家トレチャコフの中国四川省を舞台とし、西欧
人に抑圧された中国人労働者の団結を描いた戯曲 「Рыуи Китай」 （邦題 「吼え
ろ支那」） である。メイエルホリド劇場の明快な階級闘争の演出が話題を呼び、
1926年 1月の初演以来、同戯曲は各国の左派劇団により上演された。前述の
通り、沈西芩や藤枝丈夫は日本での同戯曲上演に際して考証係を務めていた。
なお、訳者の付記の通り、陶の 「Roar Chinese」 は、同戯曲の全訳ではなく梗
概のメモである。
　以下、芦田肇氏によれば35）、同戯曲の日本での初演は 1929年 8月に行われ
た劇団築地小劇場の公演 「吼えろ支那」 であり、その台本は、河原崎長十郎が
1928年 11月にソビエトからの帰国時に持ち帰った原作の翻訳を下敷きとした
ものであった。「吼えろ支那」 の考証係を務めた沈西芩はその脚本を翻訳し、
同訳 「吶喊呀、中國！」 は 『大衆文芸』 第 2巻第 4期 （1930年 5月） に発表さ
れ、芸術劇社は同戯曲の上演を予定していた。このような中、陶の同戯曲の紹
介は中国で最も早いものであり、1927年の時点では日本でも同戯曲の上演、
紹介はなされていなかったと芦田氏は考察している。また同氏は、陶が梗概を
知った経緯は明らかではないとし、陶の 「Roar Chinese」 の題名が英語である
ことに調査の手がかりがあるのでは、と付け加えている36）。
　なお、『創造月刊』 第 1巻第 12期 （1928年 7月） に掲載された 「世紀書局広
告」 では、未刊に終わった文芸誌 『世紀半月刊』 の創刊号が宣伝されていた。
その掲載予定作品の中には、「陶晶孫的 Roar, Chinese」 と記されている37）。つ
まり、陶は 「1927年頃」 から 1928年 7月以前に 「Рыуи Китай」 の概要を聞
いたことが明らかになる。題名が英語であることに加え、陶が梗概を 「聞い
た」 と記していること、そしてさらに後述する陶の 「演劇雑記」 の内容を手が
かりとすると、陶が東京で開講された以下の講義、或いは講座を通して 「Roar 
Chinese」 を記した可能性がある。
　労農芸術家連盟 （労芸） の連盟部研究所では、1927年 9月 1日にメイエル
ホリド劇場の演出家ガウズネルによる講義が行われた38）。蔵原惟人がロシア語
の通訳を務め、佐々木孝丸がまとめた講義概要は 「メイエルホリドの発展過
程」 と題され、『文芸戦線』 1927年 10月号に掲載された39）。同概要によれば、
講義の第一講は 「1. ロシヤ及びヨーロッパ劇界の一般的情勢」、「2. メイエルホ
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リドの第一期―假想的演劇時代」 等六章からなり、また第二講では各戯曲を通
してメイエルホリドの演出法が論じられ、その中では 「Рыуи Китай」 も 「吼
える支那」 と訳され紹介されていた。
　同講義概要の第一講を読んでみると、陶が 『楽群』 第 1巻第 5期 （1929年 5
月） に発表したプロレタリア演劇の紹介文 ｢演劇雑記」 の内容と重なっている
ことに気づく。｢ 演劇雑記」 の第一章 「由十九世紀到二十世紀初」 （「十九世紀
から二十世紀初頭まで」） と第二章 「梅意爾赫利特」 （「メイエルホリド」） の文章は、
多少の表現の差異はあるものの、講義概要の第一講の文章とほぼ一致する40）。
また 「演劇雑記」 第二章でも 「Рыуи Китай」 は 「Roar Chinese」 と訳され紹
介されていることから、陶が労芸の講義内容を踏まえて同雑記を書いたことは
ほぼ間違いない。
　さらに推測を重ねると、講義概要には 「Рыуи Китай」 の梗概は記されてい
ないが、実際の講義では戯曲の内容にも言及されたはずである。また、講義概
要では 「吠える支那」 と訳された戯曲の題名が、講義の場では 「Roar 
Chinese」 と英訳されて紹介されたことも十分に想定できる。これらのことか
ら、陶の 「Roar Chinese」 は 「演劇雑記」 と共に 1927年 9月に開講された労
藝の講義から情報を得た可能性が高い。なお、後日トレチャコフの作品という
ことを知ったという陶の付記から、同講義を陶が聴講したというよりも聴講者
から戯曲について聞いた、と考える方が自然であろう。
　また、前衛芸術家連盟が同年 3月に日本プロレタリア芸術連盟と共同で主催
した 「プロレタリア演劇研究所」 の講座でも 「Рыуи Китай」 の内容が紹介さ
れた可能性がある。前述の通り、陶が訳した 「林中獅子的故事」 の原作は 『前
衛』 第 1年第 2冊に掲載されており、次号の第 1年第 3冊 （1928年 3月） では、
上記研究所の研究生を募集している41）。同募集によれば、期間を四ヶ月として
夜間に講習があり、理論四十二時間の他、実習約百時間、劇場見学毎週二回以
上が予定されていた。講師には前衛劇場にいた村山知義や築地小劇場の演出家
吉田謙吉等、当時プロレタリア演劇の第一線で活躍していた人々の名が見られ
る。また、通常講座とは別に単独で行われた特別講座には、陶の木人劇社に影
響を与えたとされる人形座の伊藤憙朔による 「人形芝居に就いて」 や A・P・
ジユーコフの 「メイエルホリドに就いて」、千田是也と A・P・ジユーコフに
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よる 「ドイツ及びロシアの演劇の紹介」 等講座が用意されていた。
　上記の A・P・ジユーコフを講師とした講座でも 「Рыуи Китай」 の内容が
紹介されたとしてもおかしくはない。また、その名からして西欧人である A・
P・ジユーコフの講座では、やはり戯曲の題名が 「Roar Chinese」 と英訳して
紹介されていたかもしれない。当時陶が 『前衛』 を手にしていたことを踏まえ
れば、彼が 「プロレタリア演劇研究所」 の講座を聴講して、或いは聴講者から
話を聞いて 「Roar Chinese」 を記した可能性もある。
Ⅳ.  反戦劇の創作へ
　『楽群』 に掲載された陶の一部の翻訳作品は、東京時代の陶晶孫が村山の
「やっぱり奴隷だ」 以外にも、日本のプロレタリア文学作品を積極的に翻訳し
ていたことを示している。また、当時陶が創造社劇社東京分社の近くで活動し
ていた様子が窺える。このような文芸活動を通して陶の反戦人形劇 「勘太和熊
治」 は創作されている。陶は同作品を中国で最初のプロレタリア戯曲と位置付
けているが42）、これもまた日本初の反戦劇とされる 「やっぱり奴隷だ」 から影
響を受けているのかもしれない。
　小谷氏は、「勘太和熊治」 の作中で人形劇の舞台構成が記されていることか
ら、陶が日本で人形劇を観、何かの作品を下敷きとしたのではないかと推測し
ている43）。この推測を裏付ける手がかりとして、前述の 「演劇雑記」 の第四章
「木人劇」 の冒頭で、陶は 「私が日本で見た人形劇は多種にわたる」 と記して
いる44）。また、「勘太和熊治」 と 「やっぱり奴隷だ」 の翻訳も収め、後日出版
された陶編集の人形劇脚本集 『儍子的治療』 （上海 現代書局、1930年） には、お
そらく築地小劇場で行われた人形座の公演らしき舞台写真数枚が掲載されて
いる45）。これらのことから、陶は東京時代にプロレタリア演劇としての人形劇
を目にしたことは確かであろう。
　なお、「勘太和熊治」 の付記には、当初日本語で書く予定があったことが作
者により記されていた46）。つまり、陶には同作品を日本のプロレタリア文芸誌
に投稿する、或いは日本のプロレタリア劇団に脚本として持ち込む計画があっ
たと考えられる。このことはまた、当時陶が日本のプロレタリア文芸運動の近
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くに位置していたことを表している。村山の 「やっぱり奴隷だ」 の翻訳から
「勘太和熊治」 の創作に至るまで、すなわち日本初の反戦劇と中国初のプロレ
タリア戯曲を結ぶ陶の東京時代の文芸活動は、創造社が関った左翼演劇の前史
に書き加えられるべきであろう。
（本稿執筆の調査にあたり、早稲田大学 2006年度特定課題研究費助成を受けている。）
注
1） 中西康代 「陶晶孫初期作品集 『音楽会小曲』 と新感覚派に関する一考察」 （『東
京女子大学 日本文学』 第 82号、1995年）、小崎太一 「陶晶孫による日本モダニ
ズムの持込み」 （『現代中国』 第 79号、2005年）。
2） 小谷一郎 「一枚の写真から―帰国前の陶晶孫、陶晶孫と人形劇のことなど」
（『中国文化』 第 59号、2001年 6月）。
3） 芸術劇社と創造社の関わりについては、佐治俊彦 「中国話劇運動史点描―話
劇草創期の展開と悪戦苦闘――」、小谷一郎 「「上海芸大」 のことども―― 「1930
年代文芸」 の一側面――」 （『東洋文化』 第 65号　特集“1930年代中国文学研究” 
III、1985年）、小谷一郎 「東京左連結成前史・（その一）」 （『左連研究』 第一輯、
1989年） 等を参照とした。帰国後の陶晶孫の左翼演劇活動については、太田進
「帰国後の陶晶孫」 （『野草』 第 28号、1981年）、前掲、小谷一郎 「一枚の写真か
ら――帰国前の陶晶孫、陶晶孫と人形劇のことなど」、丸山昇 『ある中国特派員』
（田畑書店、1997年）、尾崎秀樹 『上海 1930年』 （岩波新書、1989年） 等を参照
とした。
4） 初出誌 『大衆文芸』 第 2巻第 4期 （1930年 5月） では、馮乃超・龔冰廬作となっ
ているが、陶晶孫と尾崎秀実が共同編集した叶沉著・歐佐起訳 『蜂起』 （東京 
四六書院、1931年） では 「馮乃超作」 と記されている。なお、叶沉は沈西苓の
筆名葉沈であり、歐佐起は尾崎秀実の筆名である。
5） 各演目の日本での公演については、芦田肇 「『怒吼罷、中國！』 覚書き―
『Рыуи Китай』 から 『吼えろ支那』、そして 『怒吼罷、中國！』 へ――」 （『東洋
文化』 第 77号、1996年） の注 75、76でも紹介されている。
6） 村山知義 『演劇的自叙伝 3==1926 ～ 30』 （東邦出版社、1974 年） 375-376 頁。
自叙伝では、村山のスクラップブックに貼られた雑誌記事、田中幸利 「上海の
左翼劇」 （『サンデー毎日』 1929年 4月 20日号所掲） を引用しながら、村山の回
想が記されている。また、同スクラップブックには、木人劇社第一回公演予告、
青服 「最近東京新興演劇評」 （『大衆文芸』 第 2巻第 2期、1929年 12月所掲） の
切抜きも併せて貼られていたことが記されている。芸術劇社との交流について
は、村山知義 「解説 （上巻）」 『村山知義戯曲集 上巻』 （新日本出版社、1971年）
501頁にも記されている。
7） ZEN 「芸術劇社第二次公演“西線無戦事”」 （『大衆文芸』 第 2巻第 3期、1930年
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3月）。
8） 楊繊如 「左翼作家在上海芸大」 『左聯回憶録 上』 （中国社会科学出版社、1982年）、
前掲、小谷一郎 「「上海芸大」 のことども―― 「1930年代文芸」 の一側面――」。
9） 李無文 「劇本“西線無戦事”―小説 , 脚本 , 公演的紹介――」 （『大衆文芸』 第
2巻第 3期、1930年 3月）。李無文は陶晶孫の筆名である。
10） 前掲、叶沉著・欧佐起訳 『蜂起』。叶沉のみならず、陶も含めた数名の作家の戯
曲が収められている。
11） 前掲、村山知義 「解説 （上巻）」 497頁。陶の翻訳の位置づけは、前掲、小谷一
郎 「一枚の写真から――帰国前の陶晶孫、陶晶孫と人形劇のことなど」 による。
12） 同上。
13） 『戯曲集　最初のヨーロッパの旗』 （世界の動き社、1930年） 3頁。序について
は、前掲、中西康代 「陶晶孫初期作品集 『音楽会小曲』 と新感覚派に関する一
考察」 の注 15でも紹介されている。
14） 注 6を参照。
15） 『楽群』 （第 1巻第 7期、1929年 7月）、59頁。本論では上海図書館所蔵の同誌
を参照した。
16） 同上、62頁。
17） 陶晶孫 「村山知義」 （『大衆文芸』 第 2巻第 4期、1930年 5月）。以下、同文に挙
げられた陶が訳したという村山の五篇の作品を翻訳、原作と共にその初出を記
す。【翻訳】 ① 「関於兵士」 （掲載先不明）、② 「公共長櫈」 （『大衆文芸』 第 2巻
第 1期、1929年 11月）、③ 「畢竟是奴隷罷了」 （『洪水』 第 3巻第 34期、第 35
期、1927年 9、11月）、④ 「鴉片戦争」 （『大衆文芸』 第 2巻第 2期、1929年 12
月） ⑤ 「西線無戦争」 （芸術劇社公演 （1930年 3月） 台本、なお芸術劇社の公演
等では 「西線無戦事」 と訳されている）。【原作】 ① 「兵士について――一名、如
何にしてキエフの女学生は処女にして金をもうけるか？――」 （『文芸時代』 1925
年 6月号）、② 「共同ベンチ」 （『人間機械』 春陽堂、1926年所収）、③ 「やっぱ
り奴隷だ」 （『文芸戦線』 第 4巻第 7期、1927年 7月）、④江馬修作・村山改補
「阿片戦争」 （『劇場街』 1929年 9月号）、⑤レマルク作・村山脚色 「西部戦線異
状なし」 （劇団築地小劇場公演 （1929年 11-12月） 台本、『最初のヨーロッパの
旗』 世界の動き社、1930年所収）。この他に、ハンス・サックス原作・久保栄
訳・村山翻案 「莫迦の治療」 （『劇場街』 1929年 11月号） の陶による翻訳 「儍子
的治療」 （『大衆文芸』 第 2巻第 3期、1930年 3月） がある。
18） 前掲、芦田肇 「『怒吼罷、中國！』 覚書き― 『Рыуи Китай』 から 『吼えろ支
那』、そして 『怒吼罷、中國！』 へ――」 による。
19） 咸立強 『尋找帰宿的流浪者　創造社研究』 （東方出版中心、2006年）、陳玉堂編
著 『中国近現代人物名号大辞典』 （浙江古籍出版社、2005年） を参照した。
20） 同上、陳玉堂編著 『中国近現代人物名号大辞典』 を参照した。
21） 張資平 「編後並答辯」 （『楽群』 第 1巻第 2号、1929年 2月） 206-207頁。
22） 編集委員会 「編後」 （『楽群』 第 1巻第 6号、1929年 6月） 195頁。「資平と品孫
（品は晶の間違い：引用者） とも当号で戯曲を翻訳しているのは、二人が演劇運
動を計画し、演劇による啓蒙活動を行いたいと考えているからである。このた
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め二人は以後上演可能な戯曲を多数翻訳するつもりである」 （引用者訳） とある。
23） 松岡純子 「張資平 『資平譯訳品集』 について」 （『東京女子大学 日本文学』 第 83
号、1995年） によれば、張は 「種蒔く人」 や 「文芸戦線」、「戦旗」 派の作家の
作品を翻訳し、特に社会的不公正や貧窮を感性や心情に訴える作品、小川未明
の作品を好んだという。
24） 前掲、芦田肇 「『怒吼罷、中國！』 覚書き― 『Рыуи Китай』 から 『吼えろ支
那』、そして 『怒吼罷、中國！』 へ―」 では、勺水訳 「發吼罷、中國！」 （『楽
群』 第 2巻第 10号、1929年 10月） を中国で最も早い 「Рыуи Китай」 の翻訳
として指摘している。
25） 『楽群』 第 1巻第 4期 （1929年 4月） 裏表紙、第 2巻第 8期 （1929年 8月） 最
終頁。なお、陶晶孫翻訳 『密探』 は 1930年 10月に北新書局から出版されてお
り、楽群書店での刊行予定が流れて原稿が北新書局に持ち込まれたものと思わ
れる。
26） 注 21、207頁。張は蒋光慈が彼の恋愛小説を貶したことに対して、彼こそ革命
的な作品を書き模範を示すべきだと述べている。
27） 目次と作品には翻訳とは記されていないが、同号の編集後記では 「犬争狐騒動」
と共に翻訳として紹介されている （195頁）。本論の第三章で言及する通り、全
訳でなくとも部分的な翻訳の可能性があるため、本論では翻訳として記した。
28） 槇本楠郎 「日本プロレタリア児童文学の発達 （二）」 （『国際文化』 第 2年第 7号、
1929年 7月） 87頁。
29） 同上。
30） 同上。
31） 槇本楠郎 『プロレタリア児童文学の諸問題』 （世界社、1930年）、復刻版 （久山
社、1987年） 74-86頁。
32） 前掲、小谷一郎 「東京左連結成前史・（その一）」、釜屋修整理･解説 「日中文学
交流の一断面―藤枝丈夫氏談話要録および資料―」 （『野草』 1975年初夏第 17
号）、佐治俊彦 「藤枝丈夫と大高巌について」 （『近代文学における中国と日本―
―共同研究・日中文学関係史―』 汲古書院、1986年） 等を参照した。
33） 前掲、小谷一郎 「東京左連結成前史・（その一）」。
34） 『前衛』 第 1年第 3冊 （1928年 3月号） には、藤枝による前衛劇場第二回公演後
記 「第二回公演楽屋話　聊かセンチメンタルな」 が掲載されている。
35） 前掲、芦田肇 「『怒吼罷、中國！』 覚書き― 『Рыуи Китай』 から 『吼えろ支
那』、そして 『怒吼罷、中國！』 へ――」。
36） 芦田氏は、陶の梗概では舞台が四川から上海に書き換えられていることも、調
査の手がかりになるかもしれないと述べている。しかしながら、前掲、小谷一
郎 「一枚の写真から―帰国前の陶晶孫、陶晶孫と人形劇のことなど」 によれ
ば、陶は村山翻案の戯曲 「莫迦の治療」 を翻訳する際、日本の地名を上海の地
名に変えている。このため、同戯曲の梗概での地名の書き換えもまた陶自身が
行なったものと考えられる。
37） 『世紀半月刊』 第一期掲載作品予告として、「（1） 傅克興的蕭伯訥論 （2） 鄭伯奇
的女少的夢 （女少は少女の間違えと思われる：引用者） （3） 彭學仁的小偸 （4）
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邱韻鐸的工人問答及其他 （5） 龔冰廬的楊柳院 （6） 陶晶孫的 Roar,Chinese 等」
が記されている。
38） 講義概要 「メイエルホリドの発展過程」 の最後に 「講義通訳蔵原、文責佐々木」
と記されている。労農芸術家聯盟メンバーの蔵原惟人、佐々木孝丸を指すと思
われる。
39） 講義の日程は 「労農芸術家聯盟情報」 （『戦旗』 1927年 10月号） に記されている。
40） 例えば、「演劇雑記」 は 「世紀末になり、演劇は次第に内容を重視し、この“内
容”はすっかり個人主義へと傾いた。このような形式蔑視かつ内容重視主義は
“問題劇”と一まとまりのものであった」 （引用者訳） という文章から始まる。講
義概要の冒頭は 「即ち十九世紀の末になって、演劇は概して内容過重主義に陥
り、形式を過小評価するやうになった。しかもその内容は、個人主義を以って
貫かれ、これを中心としての所謂 『問題劇』 が勢力を占めるに至った」 と記さ
れている。
41） 「『プロレタリア演劇研究所』 に集れ！」 『前衛』 第 1年第 3冊 （1928年 3月）。
所長は佐々木孝丸であった。なお、大笹吉雄 『日本現代演劇史 昭和戦前篇』 （白
水社、1990年） 480頁によれば、同演劇研究所の卒業生として後に中野重治夫
人となる女優原泉がいた。
42） 晶孫 「序文」 （前掲、叶沉著・歐佐起訳 『蜂起』） 2頁。鄭伯奇作 「軌道」 と共に
「勘太和熊治」 を 「多分最初のプロ戯曲だろう」 と紹介している。
43） 前掲、小谷一郎 「一枚の写真から―帰国前の陶晶孫、陶晶孫と人形劇のこと
など」。
44） 陶晶孫 「演劇雑記」 （『楽群』 第 1巻第 5号、1929年 5月） 127-128頁。「私が日
本で見た人形劇は数種類にわたる、子供用の操り人形、道端で台の上で操る木
の骨組みで作られた人形、指からぶら下げる人形、ぶら下げずに五本の指に嵌
めて人が背景の下に隠れて動かす人形」 （引用者訳） と記している。
45） 六枚の写真が掲載されている。そのうち四枚は、陶が 『大衆文芸』 第 2巻第 4
期 （1930年 5月） に翻訳を発表したウィットフォーゲル原作・辻恒彦翻訳脚色
の人形劇 「誰が一番馬鹿だ」 であることが確認できる。同劇は人形座第一回公
演として 1926年 9月に築地小劇場で上演された。
46） 『創造月刊』 第 2巻第 1期、55頁。「説明三：本作品はもともと日本語で書くつ
もりであったが、現在ひとまず先に 『創造月刊』 に寄稿しようと思い、まずは
中国語で書くことにした。日本にいる中国人が、“支那”の二文字を聞いて感じ
る不快さについては、言うまでもない。それにもかかわらず、本作品の中で作
者は中国の二文字に代わり、支那という二文字を使っている、大方の理由は上
記にもとづいている」 （引用者訳） と記されている。
